
平成 25年度実績に関する事務事業評価表

　

① 人
② 数
③
① ％
②
③

円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
人

時間

円

円

補助金

１
基
本
項
目

事 務 事 業 名 老人クラブ事業 担
当
部
署

課       名

事  業  期　間 開始年度 昭和35年度以前 終了年度

社会福祉課

予 算 事 業 名 老人クラブ事業 係　   　名 高齢福祉係

事  業  区　分 自治事務 電 話 番 号 0765-23-1007

９　健康で安心して暮らせる社会の構築 項 社会福祉費

施  策  名 26　豊かな長寿社会の実現 目 老人のための明るいまち推進事業

当面継続 予
算
科
目

会　   　計 一般会計

目  標  名 基本目標３　健やかで笑顔あふれるまち 款 民生費

政  策  名

３
指
標

指　標　名 単位 24年度 25年度 26年度

基本事業名 26-１　社会参加の促進 市民協働の状況 協働している

２
事
業
概
要

事 業 概 要 魚津市老人クラブ連合会及び単位老人クラブの活動を支援する。

対　   　象 60歳以上で、単位老人クラブに加入する者

総
合
計
画

計画 実績 計画 実績 達成率 計画

手       段
（活動指標）

　魚津市老人クラブ連合会へ健康づくり事業、ボランティア事業、世代交流事業等の各種事業を委託し、単位老人ク
ラブに対してはボランティア活動・生きがいを高める活動・健康づくり活動などの事業実施のために助成金を交付。

意       図
（成果指標）

単位老人クラブに加入する高齢者が健康を維持し、生きがいを見つけることができる。

活
動
指
標

老人クラブ会員数 5,800 5,425 5,700 5,270 92.5% 5,700
単位老人クラブ数 90 86 90 83 92.2% 90

34.51%加入率 35.57% 32.77% 34.73% 31.73% 91.4%

支
出
内
訳

①需用費

４
コ
ス
ト
情
報

区　　分 単位
24年度 25年度 26年度

予算現額 決算額 予算現額

成
果
指
標

②委託料

決算額 決算増減率 当初予算額

④負担金補助及び交付金 5,903,000 5,516,000 5,741,000 5,351,000 -3.0% 5,446,000
③工事請負費

支出合計（Ａ） 5,903,000 5,516,000 5,741,000 5,351,000 -3.0% 5,446,000
⑤その他

財
源
内
訳

①国庫支出金

③地方債
②県支出金 3,423,000 3,188,000 3,325,000 3,087,000 -3.2% 3,161,000

④その他（使用料、雑入等）
2,285,000

収入合計 5,903,000 5,516,000 3,327,416 3,089,264 -44.0% 5,446,000
⑤一般財源 2,480,000 2,328,000 2,416 2,264 -99.9%

100.0% 2

②年間所要時間 200 300 300 320 6.7% 320

①事務事業に携わる正規職員数 1 1 1 2

-1.2% 6,790,000

５
取
組
内
容

　平成25年度に取り組んだ事務事業の内容及び改善内容

○魚津市老人クラブ連合会へ健康づくり事業、ボランティア事業、世代交流事業等の各種事業を委託した。
　老人クラブ大会の開催：平成25年５月24日（金）新川文化ホール、300名参加
　広報誌「老悠連」を年２回発行
○単位老人クラブに対してボランティア活動・生きがいを高める活動・健康づくり活動などの事業実施のために助成金を交付した。
　補助金説明会の開催：平成25年４月８日（月）市役所大会議室、83単位老人クラブ参加
○平成26年度から、45名以上50名未満の単位老人クラブには、補助金額を減額して支給する予定
　45名以上50名未満　3,880円×12ヶ月分＝46,560円　50名以上　（3,880+400）円×12ヶ月分＝51,360円

1,260,000 1,260,000 1,344,000 6.7% 1,344,000

総　費　用（Ａ＋Ｂ） 6,743,000 6,776,000 7,001,000 6,695,000

人
件
費 ③人件費（②×＠ 4,200 円）（Ｂ） 840,000

６
評
価

評価の視点 Ｈ24評価 Ｈ25評価 評価項目 内　　容

目的の妥当性 １ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない
対象の妥当性 １ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない

有  効  性 Ｂ
目標達成度 １ 高い ２ 目標どおり

妥　当　性 Ａ
自治体関与の妥当性 １ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない

効  率  性 Ｂ
コスト効率 １ 高い ２ 普通

３ 低い・未実施
類似事業の有無 １ なし ２ 検討の余地あり ３ あり
上位施策への貢献度 １ 高い ２ 普通 ３ 低い

３ 低い
実施主体の適正化 １ 適正である ２ 改善の余地あり ３ 適正でない
負担割合の適正化 １ 適正である ２ 改善の余地あり ３ 適正でない

評
価
結
果

(

課
題
及
び
今

後
の
方
針

)

　高齢者人口の増加に反して老人クラブの加入率が低下してい
る。老人クラブ連合会と連携しながら、魅力ある老人クラブづく
りを進めていく必要がある。

評
価
結
果

１次評価
（課長総括） Ｂ 補助率及び上限額について見直す余

地あり
２次評価 不要 　



平成 25年度実績に関する事務事業評価表

　

① 日
② 件
③
① ％
② 人
③

円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
人

時間

円

円

内部管理

１
基
本
項
目

事 務 事 業 名 高齢者生きがい事業 担
当
部
署

課       名

事  業  期　間 開始年度 昭和60年以前 終了年度

社会福祉課

予 算 事 業 名 高齢者生きがい事業 係　   　名 高齢福祉係

事  業  区　分 自治事務 電 話 番 号 0765-23-1007

９　健康で安心して暮らせる社会の構築 項 社会福祉費

施  策  名 26　豊かな長寿社会の実現 目 老人のための明るいまち推進事業

当面継続 予
算
科
目

会　   　計 一般会計

目  標  名 基本目標３　健やかで笑顔あふれるまち 款 民生費

政  策  名

３
指
標

指　標　名 単位 24年度 25年度 26年度

基本事業名 26-１　社会参加の促進 市民協働の状況 協働している

２
事
業
概
要

事 業 概 要
　高齢者が生きがいをもって積極的に地域活動に参加するための事業を行う。主な事業は、高齢者趣味の家管理、ね
んりんピック等の全国大会参加への助成金の支給など。平成25年度からは、高齢者の生きがいづくりの拠点施設とし
て、高齢者いきいきセンター新設に向けて補助金を活用した事業を行う。

対　   　象 おおむね60歳以上の元気高齢者

総
合
計
画

計画 実績 計画 実績 達成率 計画

手       段
（活動指標）

老人趣味の家の管理運営と陶芸教室を開催し、成果発表の場の提供を行う。
高齢者いきいきセンターの建設に向けて補助金等を活用した事業を検討する。

意       図
（成果指標）

　高齢者の生きがい事業を実施することにより、高齢者が積極的に地域活動に参加し、住み慣れた地域で元気に暮ら
すことができる。

活
動
指
標

陶芸教室活動日数 35 35 35 35 100.0% 35
全国大会参加種目 2 4 2 1 50.0% 2

9.59%
全国大会参加者数 10 5 10 1 10.0% 10
陶芸教室実施率 9.59% 9.59% 9.59% 9.59% 100.0%

支
出
内
訳

①需用費 393,000 151,000 373,000 185,335 22.7%

４
コ
ス
ト
情
報

区　　分 単位
24年度 25年度 26年度

予算現額 決算額 予算現額

成
果
指
標

280,000
②委託料 130,000 696,000 30,000 0 -100.0% 1,200,000

決算額 決算増減率 当初予算額

0
④負担金補助及び交付金 0
③工事請負費

1,100,000
支出合計（Ａ） 1,400,000 915,000 1,011,000 306,020 -66.6% 2,580,000
⑤その他 877,000 68,000 608,000 120,685 77.5%

財
源
内
訳

①国庫支出金

③地方債

0
②県支出金 0

0
④その他（使用料、雑入等） 895,000 2,000 -100.0% 1,900,000

680,000
収入合計 1,400,000 915,000 1,011,000 306,020 -66.6% 2,580,000
⑤一般財源 505,000 913,000 1,011,000 306,020 -66.5%

100.0% 1

②年間所要時間 120 120 400 540 350.0% 540

①事務事業に携わる正規職員数 1 1 1 2

81.4% 4,848,000

５
取
組
内
容

　平成25年度に取り組んだ事務事業の内容及び改善内容

○老人趣味の家の管理運営、陶芸教室運営、成果発表の場の提供を継続的に行った。
○平成25年度より、角川ダム公園施設内のゲートボール場管理委託を廃止した。
○シニア活動マッチング事業を創設するために、アンケート調査を実施し、シニアの意向を調査した。
　調査対象：魚津市内に在住の昭和19年から昭和33年生まれの方から2,000名を無作為抽出
　調査期間：平成25年10月15日～平成25年11月30日　調査の内容：シニア世代の生きがいづくり等に関するアンケート
　回収数及び回収率：1,191名、59.5％
○高齢者いきいきセンター新築工事に向けて検討

504,000 1,680,000 2,268,000 350.0% 2,268,000

総　費　用（Ａ＋Ｂ） 1,904,000 1,419,000 2,691,000 2,574,020

人
件
費 ③人件費（②×＠ 4,200 円）（Ｂ） 504,000

６
評
価

評価の視点 Ｈ24評価 Ｈ25評価 評価項目 内　　容

目的の妥当性 １ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない
対象の妥当性 １ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない

有  効  性 Ｂ
目標達成度 １ 高い ２ 目標どおり

妥　当　性 Ａ
自治体関与の妥当性 １ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない

効  率  性 Ｂ
コスト効率 １ 高い ２ 普通

３ 低い・未実施
類似事業の有無 １ なし ２ 検討の余地あり ３ あり
上位施策への貢献度 １ 高い ２ 普通 ３ 低い

３ 低い
実施主体の適正化 １ 適正である ２ 改善の余地あり ３ 適正でない
負担割合の適正化 １ 適正である ２ 改善の余地あり ３ 適正でない

評
価
結
果

(

課
題
及
び
今

後
の
方
針

)

　働く場と趣味の場機能を併せ持つ高齢者の生きがいづくり機能
を集約した施設（高齢者いきいきセンター）を建設することで、
今後ますます増加が見込まれる高齢者に、元気で生きがいを持っ
て積極的に社会活動に参加していただくことができる。

評
価
結
果

１次評価
（課長総括） Ｂ 事業の進め方・内容について改善の

余地あり
２次評価 不要 　



平成 25年度実績に関する事務事業評価表

　

① 千円
②
③
① 人
② ％
③

円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
人

時間

円

円

補助金

１
基
本
項
目

事 務 事 業 名 就業機会確保事業 担
当
部
署

課       名

事  業  期　間 開始年度 昭和63年 終了年度

社会福祉課

予 算 事 業 名 就業機会確保事業 係　   　名 高齢福祉係

事  業  区　分 自治事務 電 話 番 号 0765-23-1007

９　健康で安心して暮らせる社会の構築 項 社会福祉費

施  策  名 26　豊かな長寿社会の実現 目 老人のための明るいまち推進事業

当面継続 予
算
科
目

会　   　計 一般会計

目  標  名 基本目標３　健やかで笑顔あふれるまち 款 民生費

政  策  名

３
指
標

指　標　名 単位 24年度 25年度 26年度

基本事業名 26-１　社会参加の促進 市民協働の状況 協働している

２
事
業
概
要

事 業 概 要
　高齢者の就業支援を行うシルバー人材センターの活動に対して補助金を交付し、生きがいづくりや社会参加の促進
を支援する。

対　   　象 おおむね60歳以上の元気高齢者

総
合
計
画

計画 実績 計画 実績 達成率 計画

手       段
（活動指標）

シルバー人材センターの就業活動に対する補助金

意       図
（成果指標）

高齢者が労働・作業に従事することにより、生きがいをみいだし、健康な状態を保つことができる。

活
動
指
標

補助金額 8,500 8,500 8,500 8,500 100.0% 8,550

550
シルバー人材センター登録割合 3.13% 2.98% 3.29% 2.70% 82.1% 3.29%

シルバー人材センター登録者数（３月末現在） 510 493 540 449 83.1%

支
出
内
訳

①需用費

４
コ
ス
ト
情
報

区　　分 単位
24年度 25年度 26年度

予算現額 決算額 予算現額

成
果
指
標

②委託料

決算額 決算増減率 当初予算額

④負担金補助及び交付金 8,550,000 8,550,000 8,550,000 8,550,000 0.0% 8,550,000
③工事請負費

支出合計（Ａ） 8,550,000 8,550,000 8,550,000 8,550,000 0.0% 8,550,000
⑤その他

財
源
内
訳

①国庫支出金

③地方債
②県支出金

④その他（使用料、雑入等）
8,550,000

収入合計 8,550,000 8,550,000 8,550,000 8,550,000 0.0% 8,550,000
⑤一般財源 8,550,000 8,550,000 8,550,000 8,550,000 0.0%

0.0% 1

②年間所要時間 20 20 20 20 0.0% 20

①事務事業に携わる正規職員数 1 1 1 1

0.0% 8,634,000

５
取
組
内
容

　平成25年度に取り組んだ事務事業の内容及び改善内容

○シルバー人材センターに対する補助金を交付した。
○平成26年度から実施予定のシニア活動マッチング事業の内容を検討した。
　具体的な内容としては、生活支援をもとめている高齢者とサポートする高齢者をつなぐ事業のコーディネート機能等をシルバー人
材センターで行ってもらうもので、支援を求めている人からサポート（サービスを提供）する人には500円を支払う「生活支援有償
ボランティア事業」と、豊富な経験・技能を持つシニアにサポートしてほしいグループ等を対象に各種講座の講師となって活躍して
いただく「講座の開設」を予定。

84,000 84,000 84,000 0.0% 84,000

総　費　用（Ａ＋Ｂ） 8,634,000 8,634,000 8,634,000 8,634,000

人
件
費 ③人件費（②×＠ 4,200 円）（Ｂ） 84,000

６
評
価

評価の視点 Ｈ24評価 Ｈ25評価 評価項目 内　　容

目的の妥当性 １ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない
対象の妥当性 １ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない

有  効  性 Ｂ
目標達成度 １ 高い ２ 目標どおり

妥　当　性 Ａ
自治体関与の妥当性 １ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない

効  率  性 Ｂ
コスト効率 １ 高い ２ 普通

３ 低い・未実施
類似事業の有無 １ なし ２ 検討の余地あり ３ あり
上位施策への貢献度 １ 高い ２ 普通 ３ 低い

３ 低い
実施主体の適正化 １ 適正である ２ 改善の余地あり ３ 適正でない
負担割合の適正化 １ 適正である ２ 改善の余地あり ３ 適正でない

評
価
結
果

(

課
題
及
び
今

後
の
方
針

)

　シルバー人材センターに新たな事業を委託することで、元気な
高齢者が楽しく社会活動に参加することができ、生きがいを持
ち、住み慣れた地域で元気にいつづけることができる。

評
価
結
果

１次評価
（課長総括） Ｂ 補助率及び上限額について見直す余

地あり
２次評価 不要 　



平成 25年度実績に関する事務事業評価表

　

① 日
②
③
① 人
② 人
③ ％

円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
人

時間

円

円

施設管理

１
基
本
項
目

事 務 事 業 名 福祉センター運営事業 担
当
部
署

課       名

事  業  期　間 開始年度 平成12年度以前 終了年度

社会福祉課

予 算 事 業 名 福祉センター運営費 係　   　名 高齢福祉係

事  業  区　分 自治事務 電 話 番 号 0765-23-1007

９　健康で安心して暮らせる社会の構築 項 社会福祉費

施  策  名 26　豊かな長寿社会の実現 目 福祉センター運営費

当面継続 予
算
科
目

会　   　計 一般会計

目  標  名 基本目標３　健やかで笑顔あふれるまち 款 民生費

政  策  名

３
指
標

指　標　名 単位 24年度 25年度 26年度

基本事業名 26-１　社会参加の促進 市民協働の状況 協働している

２
事
業
概
要

事 業 概 要
　高齢者の生きがいづくりの場として市内の２施設（百楽荘・経田福祉センター）を設置し、60歳以上の高齢者を対
象として健康の増進、教養の向上及びレクレーション活動の場として活用してする。

対　   　象 60歳以上の高齢者

総
合
計
画

計画 実績 計画 実績 達成率 計画

手       段
（活動指標）

指定管理者への管理委託

意       図
（成果指標）

　高齢者の介護予防、健康増進、身体機能保持・回復、娯楽等を行う場の提供により、高齢者が住み慣れた地域で元
気に暮らすことができる。

活
動
指
標

開館日数 305 304 305 303 99.3% 305

50.0
１日当たりの利用者数（経田福祉センター） 18.0 20.5 20.0 23.0 115.0% 20.0

１日当たりの利用者数（百楽荘） 45.0 41.6 50.0 40.7 81.4%

支
出
内
訳

①需用費

４
コ
ス
ト
情
報

区　　分 単位
24年度 25年度 26年度

予算現額 決算額 予算現額

65歳以上で介護認定を受けていない人の割合 1 82.01% 81.00% 82.06% 101.3%

成
果
指
標

②委託料 25,000,000 25,000,000 25,200,000 25,200,000 0.8% 25,400,000

決算額 決算増減率 当初予算額

④負担金補助及び交付金
③工事請負費 4,800,000 2,902,000 2,500,000 1,932,000 -33.4%

948,000
支出合計（Ａ） 30,789,000 28,865,000 28,664,000 28,079,459 -2.7% 26,348,000
⑤その他 989,000 963,000 964,000 947,459 -1.6%

財
源
内
訳

①国庫支出金

③地方債
②県支出金

④その他（使用料、雑入等） 5,434,000 4,796,000 5,434,000 4,945,772 3.1% 5,075,000
21,273,000

収入合計 30,789,000 28,865,000 28,664,000 28,079,459 -2.7% 26,348,000
⑤一般財源 25,355,000 24,069,000 23,230,000 23,133,687 -3.9%

100.0% 2

②年間所要時間 100 100 100 120 20.0% 120

①事務事業に携わる正規職員数 1 1 1 2

-2.4% 26,852,000

５
取
組
内
容

　平成25年度に取り組んだ事務事業の内容及び改善内容

○社会福祉協議会への指定管理委託
○平成24年度から３年間の指定管理が来年度に終了します。平成30年度を目標年度として両福祉センターを廃止することとした方針
が示されたことから、当施設に関しては、今後も指定管理を継続すべきかどうかについて社会福祉協議会と引き続き協議を行いま
す。今後、現在の利用者や地区振興会に方針や具体的なスケジュールに関して説明していく予定です。

420,000 420,000 504,000 20.0% 504,000

総　費　用（Ａ＋Ｂ） 31,209,000 29,285,000 29,084,000 28,583,459

人
件
費 ③人件費（②×＠ 4,200 円）（Ｂ） 420,000

６
評
価

評価の視点 Ｈ24評価 Ｈ25評価 評価項目 内　　容

目的の妥当性 １ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない
対象の妥当性 １ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない

有  効  性 Ｂ
目標達成度 １ 高い ２ 目標どおり

妥　当　性 Ａ
自治体関与の妥当性 １ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない

効  率  性 Ｂ
コスト効率 １ 高い ２ 普通

３ 低い・未実施
類似事業の有無 １ なし ２ 検討の余地あり ３ あり
上位施策への貢献度 １ 高い ２ 普通 ３ 低い

３ 低い
実施主体の適正化 １ 適正である ２ 改善の余地あり ３ 適正でない
負担割合の適正化 １ 適正である ２ 改善の余地あり ３ 適正でない

評
価
結
果

(

課
題
及
び
今

後
の
方
針

)

　公共施設の在り方検討会では、両福祉センターを廃止すること
として方針が示されました。これまで長きにわたり福祉センター
が担ってきた役割・機能をいかにして維持・継続すべきか、市民
を交えて検討する必要があります。

評
価
結
果

１次評価
（課長総括） Ｂ 管理運営の進め方・内容について改

善の余地あり
２次評価 不要 　



平成 25年度実績に関する事務事業評価表

　

① 日
②
③
① 人
② ％
③

円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
人

時間

円

円

施設管理

１
基
本
項
目

事 務 事 業 名 高齢者ふれあいの家運営事業 担
当
部
署

課       名

事  業  期　間 開始年度 平成８年度 終了年度

社会福祉課

予 算 事 業 名 高齢者ふれあいの家運営費 係　   　名 高齢福祉係

事  業  区　分 自治事務 電 話 番 号 0765-23-1007

９　健康で安心して暮らせる社会の構築 項 社会福祉費

施  策  名 26　豊かな長寿社会の実現 目 福祉センター運営費

当面継続 予
算
科
目

会　   　計 一般会計

目  標  名 基本目標３　健やかで笑顔あふれるまち 款 民生費

政  策  名

３
指
標

指　標　名 単位 24年度 25年度 26年度

基本事業名 26-１　社会参加の促進 市民協働の状況 協働している

２
事
業
概
要

事 業 概 要
主に60歳以上の高齢者を対象として、市内２ヶ所（片貝地区と経田地区）に高齢者ふれあいの家を設置し管理運営を
行う。

対　   　象 概ね60歳以上の方

総
合
計
画

計画 実績 計画 実績 達成率 計画

手       段
（活動指標）

市直営の高齢者ふれあいの家の管理運営、委託料の支払い。

意       図
（成果指標）

高齢者の外出機会の拡大と語らいの場として高齢者ふれあいの家を運営し、住み慣れた地域で健康の増進と生きがい
づくりにつなげる。

活
動
指
標

開館日数 313 282 308 296 96.1% 310

3,000
65歳以上で介護認定を受けていない人の割合 82.00% 82.01% 81.00% 82.06% 101.3% 83.00%
延べ年間利用者数 3,000 2,820 3,000 2,960 98.7%

支
出
内
訳

①需用費 744,840 400,936 764,778 274,992 -31.4%

４
コ
ス
ト
情
報

区　　分 単位
24年度 25年度 26年度

予算現額 決算額 予算現額

成
果
指
標

704,232
②委託料 699,920 637,920 689,920 665,920 4.4% 696,032

決算額 決算増減率 当初予算額

④負担金補助及び交付金
③工事請負費

268,768
支出合計（Ａ） 1,642,314 1,184,807 1,718,126 1,086,529 -8.3% 1,669,032
⑤その他 197,554 145,951 263,428 145,617 -0.2%

財
源
内
訳

①国庫支出金

③地方債
②県支出金

④その他（使用料、雑入等） 626,000 564,000 616,000 592,000 5.0% 620,000
1,049,032

収入合計 1,642,314 1,184,807 1,718,126 1,086,529 -8.3% 1,669,032
⑤一般財源 1,016,314 620,807 1,102,126 494,529 -20.3%

0.0% 2

②年間所要時間 120 120 120 120 0.0% 120

①事務事業に携わる正規職員数 2 2 2 2

-5.8% 2,173,032

５
取
組
内
容

　平成25年度に取り組んだ事務事業の内容及び改善内容

（片貝高齢者ふれあいの家）
○三ヶ生産森林組合への使用料徴収等事務委託
○消防設備機器や浄化槽等、施設設備の点検委託業務
（経田高齢者ふれあいの家）
○近年、利用者が激減していることから、利用状況を見ながら地元と協議。

504,000 504,000 504,000 0.0% 504,000

総　費　用（Ａ＋Ｂ） 2,146,314 1,688,807 2,222,126 1,590,529

人
件
費 ③人件費（②×＠ 4,200 円）（Ｂ） 504,000

６
評
価

評価の視点 Ｈ24評価 Ｈ25評価 評価項目 内　　容

目的の妥当性 １ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない
対象の妥当性 １ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない

有  効  性 Ｂ
目標達成度 １ 高い ２ 目標どおり

妥　当　性 Ａ
自治体関与の妥当性 １ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない

効  率  性 Ｂ
コスト効率 １ 高い ２ 普通

３ 低い・未実施
類似事業の有無 １ なし ２ 検討の余地あり ３ あり
上位施策への貢献度 １ 高い ２ 普通 ３ 低い

３ 低い
実施主体の適正化 １ 適正である ２ 改善の余地あり ３ 適正でない
負担割合の適正化 １ 適正である ２ 改善の余地あり ３ 適正でない

評
価
結
果

(

課
題
及
び
今

後
の
方
針

)

高齢者の活動拠点となる他の施設の利用状況や、包括支援セン
ターで行う事業とのバランスを考え、廃止を含めた今後の管理運
営について見直しを行う必要がある。

評
価
結
果

１次評価
（課長総括） Ｂ 管理運営の進め方・内容について改

善の余地あり
２次評価 不要 　



平成 25年度実績に関する事務事業評価表

　

① 数
② 人
③
① ％
② ％
③

円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
人

時間

円

円

、

ソフト事業

１
基
本
項
目

事 務 事 業 名 高齢者地域活動支援事業（高齢者趣味教室運営事業） 担
当
部
署

課       名

事  業  期　間 開始年度 平成８年度 終了年度

社会福祉課

予 算 事 業 名 高齢者地域活動支援事業 係　   　名 高齢福祉係

事  業  区　分 自治事務 電 話 番 号 0765-23-1007

９　健康で安心して暮らせる社会の構築 項 介護予防事業費

施  策  名 26　豊かな長寿社会の実現 目 一次予防事業費

当面継続 予
算
科
目

会　   　計 介護保険事業特別会計

目  標  名 基本目標３　健やかで笑顔あふれるまち 款 地域支援事業

政  策  名

３
指
標

指　標　名 単位 24年度 25年度 26年度

基本事業名 26-１　社会参加の促進 市民協働の状況 協働している

２
事
業
概
要

事 業 概 要
　老人クラブ会員を対象としたコーラス教室、卓球教室、麻雀教室など文化・芸術・スポーツ分野などの趣味教室を
開催し、生きがいの場を提供する。また、高齢者芸能大会など高齢者のやる気と意欲向上を図り、健康づくりと社会
参加を創出する事業を行う。

対　   　象 おおむね60歳以上の高齢者

総
合
計
画

計画 実績 計画 実績 達成率 計画

手       段
（活動指標）

魚津市老人クラブ連合会などに業務委託

意       図
（成果指標）

高齢者の健康維持、生きがいづくり、社会参加の創出により、住み慣れた地域で元気に暮らすことができる。

活
動
指
標

高齢者趣味教室開設数 20 20 20 20 100.0% 19
趣味教室会員数 600 560 610 490 80.3% 500

3.79%
65歳以上で介護認定を受けていない人の割合 82.00% 82.01% 81.00% 82.06% 101.3% 83.00%

趣味教室に参加している高齢者の割合 3.68% 3.38% 3.72% 3.71% 99.7%

支
出
内
訳

①需用費 50,000 12,000 50,000 1,599 -86.7%

４
コ
ス
ト
情
報

区　　分 単位
24年度 25年度 26年度

予算現額 決算額 予算現額

成
果
指
標

②委託料 4,861,000 4,861,000 4,922,000 4,852,254 -0.2% 4,775,000

決算額 決算増減率 当初予算額

④負担金補助及び交付金 0 0
③工事請負費 0 0

396,000
支出合計（Ａ） 5,327,000 5,103,000 5,388,000 5,076,000 -0.5% 5,171,000
⑤その他 416,000 230,000 416,000 222,610 -3.2%

財
源
内
訳

①国庫支出金 1,331,000 1,275,000 1,347,000 1,269,000

③地方債 0 0 0

-0.5% 1,292,000
②県支出金 665,000 637,000 673,000 634,000 -0.5% 646,000

0
④その他（使用料、雑入等） 3,331,000 3,191,000 3,368,000 3,173,000 -0.6% 3,233,000

収入合計 5,327,000 5,103,000 5,388,000 5,076,000 -0.5% 5,171,000
⑤一般財源 0 0 0 0

100.0% 2

②年間所要時間 200 200 120 120 -40.0% 120

①事務事業に携わる正規職員数 1 1 1 2

-6.1% 5,675,000

５
取
組
内
容

　

○高齢者趣味教室の開催　合同開校式：平成25年４月９日、社会福祉協議会会議室、20教室開催
○第54回魚津市老人クラブ大会　平成25年５月24日（金）午後１時30分～３時30分、新川文化ホール（民謡・舞踊・フラダンス）
○第38回魚津市シルバースポーツ大会　平成25年９月27日（金）午前９時～午後３時、ありそドーム（健康体操）
○第37回老人クラブ趣味の手作り展　平成25年10月17日（木）～18日（金）、新川文化ホール、出品者84名、
○第36回魚津市老人クラブ芸能大会　平成25年10月18日（金）、新川文化ホール、出演者延べ150名
○第33回高齢者いきいきダンスパティ　平成25年12月５日（木）農村環境改善センター（ダンス教室）
○第35回県若返り祭り　平成25年10月９日（水）～10日（木）、富山県民会館（陶芸・水墨画・手芸・はがき絵）65点、舞踊20名

840,000 504,000 504,000 -40.0% 504,000

総　費　用（Ａ＋Ｂ） 6,167,000 5,943,000 5,892,000 5,580,000

人
件
費 ③人件費（②×＠ 4,200 円）（Ｂ） 840,000

６
評
価

評価の視点 Ｈ24評価 Ｈ25評価 評価項目 内　　容

目的の妥当性 １ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない
対象の妥当性 １ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない

有  効  性 Ｂ
目標達成度 １ 高い ２ 目標どおり

妥　当　性 Ａ
自治体関与の妥当性 １ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない

効  率  性 Ｂ
コスト効率 １ 高い ２ 普通

３ 低い・未実施
類似事業の有無 １ なし ２ 検討の余地あり ３ あり
上位施策への貢献度 １ 高い ２ 普通 ３ 低い

３ 低い
実施主体の適正化 １ 適正である ２ 改善の余地あり ３ 適正でない
負担割合の適正化 １ 適正である ２ 改善の余地あり ３ 適正でない

評
価
結
果

(

課
題
及
び
今

後
の
方
針

)

　音楽、文化教室、軽スポーツを内容とする従前の教室に加え、
運動習慣の定着が図れる健康づくり教室やシニア世代のニーズに
合った教室を開催できないか検討する必要がある。

評
価
結
果

１次評価
（課長総括） Ｂ 事業の進め方・内容について改善の

余地あり
２次評価 不要 　



平成 25年度実績に関する事務事業評価表

　

① 人
② 人
③
① 人
② ％
③

円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円

人

時間

円

円

ソフト事業

１
基
本
項
目

事 務 事 業 名 介護予防拠点通所型事業 担
当
部
署

課       名

事  業  期　間 開始年度 H18 終了年度

社会福祉課

予 算 事 業 名 地域介護予防活動支援事業 係　   　名 地域包括支援センター予防係

事  業  区　分 自治事務 電 話 番 号 23-1093（内線171）

９　健康で安心して暮らせる社会の構築 項 介護予防事業費

施  策  名 26　豊かな長寿社会の実現 目 一次予防事業費

当面継続 予
算
科
目

会　   　計 介護保険事業特別会計

目  標  名 基本目標３　健やかで笑顔あふれるまち 款 地域支援事業費

政  策  名

３
指
標

指　標　名 単位 24年度 25年度 26年度

基本事業名 26-１　社会参加の促進 市民協働の状況 協働している

２
事
業
概
要

事 業 概 要
市内２ヶ所の老人福祉センターを会場とし、在宅で自立した生活を送っている高齢者等を対象として、介護予防教室を
開催し、活動的な生活を促す。併せて、交通が不便な地域においては、送迎バスにより利用促進を図る。

対　   　象 65歳以上高齢者

総
合
計
画

計画 実績 計画 実績 達成率 計画

手       段
（活動指標）

福祉センター来館者を対象として、介護予防教室（おたっしゃ介護予防教室）を開催

意       図
（成果指標）

65歳以上高齢者の生活機能の維持（要介護状態とならない）

活
動
指
標

65歳以上高齢者（3月） 12,848 12,870 13,068 13,174 100.8% 13,290
延参加者数 14,000 14,436 14,000 15,820 113.0% 14,000

2,612
要介護認定を受けていない高齢者の割合（65歳以上） 82 82 82 82 100.0% 82
要介護認定者数（各年3月分） 2,342 2,320 2,487 2,425 97.5%

支
出
内
訳

①需用費

４
コ
ス
ト
情
報

区　　分 単位
24年度 25年度 26年度

予算現額 決算額 予算現額

成
果
指
標

②委託料 10,857,000 10,857,000 10,821,000 10,547,842 -2.8% 11,377,000

決算額 決算増減率 当初予算額

④負担金補助及び交付金
③工事請負費

支出合計（Ａ） 10,857,000 10,857,000 10,821,000 10,547,842 -2.8% 11,377,000
⑤その他

財
源
内
訳

①国庫支出金 2,714,000 2,714,000 2,705,250 2,636,960

③地方債

-2.8% 2,844,250
②県支出金 1,357,000 1,357,000 1,352,625 1,318,480 -2.8% 1,422,125

④その他（使用料、雑入等） 6,786,000 6,786,000 6,763,125 6,592,402 -2.9% 7,110,625

収入合計 10,857,000 10,857,000 10,821,000 10,547,842 -2.8% 11,377,000
⑤一般財源

0.0% 1

②年間所要時間 200 200 200 200 0.0% 200

①事務事業に携わる正規職員数 1 1 1 1

-2.6% 12,217,000

５
取
組
内
容

　平成25年度に取り組んだ事務事業の内容及び改善内容

百楽荘、経田福祉センターの老人福祉センターでの教室開催（おたっしゃ介護予防教室）
　体操、レクリエーション、栄養教室、創作活動　等

840,000 840,000 840,000 0.0% 840,000

総　費　用（Ａ＋Ｂ） 11,697,000 11,697,000 11,661,000 11,387,842

人
件
費 ③人件費（②×＠ 4,200 円）（Ｂ） 840,000

６
評
価

評価の視点 Ｈ24評価 Ｈ25評価 評価項目 内　　容

目的の妥当性 １ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない
対象の妥当性 １ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない

有  効  性 Ｃ
目標達成度 １ 高い ２ 目標どおり

妥　当　性 Ａ
自治体関与の妥当性 １ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない

効  率  性 Ｂ
コスト効率 １ 高い ２ 普通

３ 低い・未実施
類似事業の有無 １ なし ２ 検討の余地あり ３ あり
上位施策への貢献度 １ 高い ２ 普通 ３ 低い

３ 低い
実施主体の適正化 １ 適正である ２ 改善の余地あり ３ 適正でない
負担割合の適正化 １ 適正である ２ 改善の余地あり ３ 適正でない

評
価
結
果

(

課
題
及
び
今

後
の
方
針

)

介護予防教室の取り組みを強化する。

評
価
結
果

１次評価
（課長総括） Ｂ 事業の進め方・内容について改善の余

地あり
２次評価 不要 　


